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「田・山・湾の復活」 

― 宗教倫理学会夏季一泊研修会 ― 

日 時 : 2013年 8 月 27日(火) 午後 2時半～3時半 

場 所 : 関西大学飛鳥文化研究所・セミナーハウス 

神戸国際キリスト教会 

牧師 岩村義雄 

<序>  

2013年 7 月 7日から約 1週間，豪雨が中国四川省を襲いました。床上浸水 600万戸以 

上おびただしい高層ビルの倒壊。妻カヨ子が「東日本大震災より被害がひどい」と言いま

した。3日間で準備しました。現地に知り合いはいません。中国語はできません。金銭的

には，中華東方航空の上海経由の往復チケットを 12万 4,810円の 10回分割で購入。寝袋

をスーツケースに入れ，場合によっては 4日間断食で被災地に行く決意で 2013年 7月 21

日(日)，礼拝が終わってから関西空港に向かいました。なぜお金もたくさん持たず，被災

地へ行くことができたのでしょうか。新約に「それから，イエスは彼らと別れ，都を出て

ベタニアに行き，そこにお泊まりになった」(マタイ 21:17)と記録されています。日本の

聖書翻訳は正確ではありません。イエスが「お泊まりになった」(ギリシア語 auvli,zomai
アウリゾマイ)は「庭で寝る，野宿する」[セイヤー希英辞典]です。野宿したわけですから，

食事もちゃんととっていません。続きを見てみますと，「朝早く，都に帰る途中，イエス

は空腹を覚えられた」(18節)と書いてあります。さらに『「今から後いつまでも，お前に

は実がならないように」と言われると，いちじくの木はたちまち枯れてしまった』(19節)

と書かれています。では，お腹が空いているので，イエスは八つ当たりされたのでしょう

か。文脈で，神殿において，「境内では目の見えない人や足の不自由な人たち」が無視さ

れているのでイエスは怒って，悪徳な両替商人たちに机をひっくり返して追い出されたと

記録されています。その後，いちじくの木を見て，「葉ばかり出して，実がない」と，言

われたわけです。つまり「葉っぱばっかりで，中身がない」とは観光客も足を運ぶ荘厳な

会堂みたいだと批判されています。キリスト教も信者獲得のため，○○大会，イベント，

バザーなどのためにお金をかけて立派な集いをしょっちゅうしますけれど，一時的に人の

感情を高揚させる仕掛けではないでしょうか。平行記述のマルコの福音書では，「いちじ

くの季節ではなかったからである」(マルコ 11:13)，と書かれています。したがって，キ

リストは私的な感情で，腹を立てて言っているのではなかったとわかります。弟子に言い

ます。『「はっきり言っておく。あなたがたも信仰を持ち，疑わないならば，いちじくの

木に起こったようなことができるばかりでなく，この山に向かい，『立ち上がって，海に

飛び込め』と言っても，そのとおりになる』(マタイ 21:21)と，実践することを説かれま

した。口先だけで隣人愛を説くことより，実践へと行動が促されたのです。寝袋を備え，

野宿の覚悟で中国四川省の被災地へ向かいました。被災者とのかかわりの「はたらき」へ
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と妻カヨ子と筆者に志が促されました１)。2年 5ヵ月前に宮城県石巻市の被災地に若者たち

と行かせていただいたのも同じ動機でした。 

(1) 東日本大震災の傷跡 

 a. 生態系への影響 

 午後 2時 46分，荒廃がすごいのです。見渡す限り，がれき，崩れた家屋，震災の爪痕が

どこまでも続きます。石巻市でも 4千名近くの人々が犠牲になりました。「恐懼(おそれ) と

陷阱(おとしあな)また暴行と滅亡我らに來れり。わが民の女の滅亡(ほろび)によりてわが

眼には涙の河ながる」(哀歌 3:47-48 『文語訳』)。 

 津波は石巻市牡鹿半島の北東にある笠貝(かさがい)島を襲いました。高さ（遡上高(そじ

ょうだか)は 43メートルです。明治三陸地震を上回ったのです。山の樹木も海におおわれ，

木々もだいなしになりました。田んぼにも自動車などが串刺しになっています。日本で一

番おいしいカキ，ノリがとれる万石浦湾で生活する漁業の家も冠水でつかってしまいまし

た。 

 山からの水が田んぼの稲などを育てます。積み重なった葉っぱが良い土を作ります。き

れいな水がおいしい作物を作ります。無農薬，有機の土から出る排水が川となり，海に注

がれます。「川はみな海に注ぐが海は満ちることなく どの川も，繰り返しその道程を流

れる」(コヘレト 1:7 『新共同訳』) 。自然は循環しています。山から海へ行き巡り，海

洋で蒸発し，雨となってまた山に降り注ぐのです。 

 地球が誕生してからずっと自然界の生命もお互いに縁があります。肉食動物によって草

食動物が食い尽くされなかったのはどうしてでしょうか。草が地球のいたるところにあっ

てありつけたからです。胃袋の大きい牛，羊，うさぎなどの草食動物はたくさん子供を産

みます。反芻する生き物の胃には特別な微生物がいます。消化に役立つ微生物と助け合っ

て生き延びてきました。肉を貪る獣が襲いかかり，草食動物の数が少なくなります。する

と餌がなくなり食う獣が減ります。一方，おそろしい獣がいなくなるといつしか食われる

小動物の数が増えたりします。何世紀も繰り返されてきたのです。 

 b. スチュワードシップ 

 自然は人間が恩恵を受ける源です。ところが，田山湾はお金を儲ける所になってしまい

ました。貪欲さを満たすために農薬，成長させるためにホルマリン，能率のはかどる機械

類を使います。食べる食物の安全など一切考えません。人間が自然界の何よりも偉いかの

ように振る舞います。里山にいたスズメやミツバチが少なくなりました。夕方になると空

いっぱいに飛んでいた小さな虫ユスリカもいません。食べる虫がいなくなったツバメも消

えつつあります。 

 東北地方も日本の他の地域と同じように，海の近くの沼地がなくなりつつありました。

住宅のため更地になったり，大きな水田にするために自然環境が変わりました。ですから

津波が襲った時，海から四十キロ離れた奥地にまで水が覆ったのです。海岸や河口の湿地

を住みかにするヒヌマイトトンボはどうなったでしょうか 2)。2011年以来，神戸から二年

間訪問していますが，ヒヌマイトトンボに出合えません。温暖化により北へ移動してきた
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トンボや蝶の住みやすい居場所が，なくなってしまったのでしょうか。 

 人間に地球を治めるようにという神の言葉があります。「神は彼らを祝福して言われた。

『産めよ，増えよ，地に満ちて地を従わせよ。海の魚，空の鳥，地の上を這う生き物をす

べて支配せよ。』3) 「従わせよ」[ヘブライ語 vb'K; カーヴァシ]や，「支配せよ」[hd;r;
ラーダー] が使われています。ラーダーは文脈の「(羊の群れ)を導く」(エゼキエル 34:2

『新英語聖書』) にあるように暴力的に抑えつけるのではありません。4)人間は自然をやさ

しくお世話せねばなりません。だが，利得のため，公害，汚染，傲慢な支配によってだい

なしにしてきました。自然と共に生きる原点に帰りましょう。 

 

c. 自然との共生 

 東日本大震災の年，宮城県石巻市牡鹿半島を訪問しました。シカの名前が至るところに

あります。アイヌの人は鹿がたくさんとれるとカムイ(アイヌ語「神」)に祈りました。5)
 リ

アス式の海岸線では，家，命，仕事が津波によって，すっかり流し去られています。かつ

て各小学校の校長をなさり，現在神戸国際支縁機構の石巻支所長をなさっている阿部捷一

氏が案内してくださいました。沖から牡鹿半島を見ますと，緑豊かな山並みです。カエデ

やコナラなどの広葉樹が繁っています。森に入ると，腰まで落ち葉に埋まるほどです。落

ち葉の下には長年にわたり積み重なってきた腐葉土があります。カブトムシ，クワガタム

シがもぐっていないかと手をいれると，キノコの臭いがしました。 

 宮城県気仙沼(けせんぬま)湾で「森は海の恋人」の運動をすすめている畠山重篤(しげあ

つ)さんがいます。衰えた海の力をよみがえらせるために，海に注ぐ川，そして上流の森を

大切にしなければならないことに気づかれました。湾に注ぐ大川上流の森室根山に苗を植

えます。1989年より 50 種 25万本の広葉樹を子供たちといっしょに植え始めました。山村

に住む歌人熊谷龍子(りゅうこ)さんの「森は海を 海は森を恋いながら 悠久よりの愛紡

ぎゆく」という一首から生まれました。6) 耳を木にあててみると音がします。生きていま

す。詩は樹木を語源としてまさに歴史の中で流れているような響きがあります。 

 私たちは自分勝手な生き方をして自然をこわしてきました。故郷を忘れた放蕩息子です。

「ここを出て父の家に帰り」7)とふるさとの自然を慕う息子にとり，帰るところは森です。

森であるエデンの園には「命の木」と「善悪の知識の木」がありました。8) 森林を守るか，

砂防ダム,治水ダム,土砂ダムを造るかの迷いを人間は繰り返してきています。東北でもシ

カが増えて困っています。「命の木」とは，森の苗を大切にし，自然の「生態系」を考え

ます。一方，「善悪の知識の木」とは，自然を支配するヒトの「生命」を大切に考え，シ

カの数を減らさざるを得ません。自然の「生態系」それとも人間の「生命」のどちらを先

に考えるべきでしょうか。「田・山・湾の復活」とは両方を考えながら，みんながそうだ

とうなずく道を開きます。他の生き物といっしょにつながりをもって自然と共に生きてい

くのです。 

(2) 自然を支配するのではなく，お世話をする 

a. 地を従わせよ 
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 「あらゆる種類の獣や鳥，また這うものや海の生き物は，人間によって制御されていま

すし，これまでも制御されてきました。」(ヤコブ 3:7)。地を制御する，つまり支配する

(dominiu terrae)という言葉は聖書の最初に人類創造の創世記 1章 28節に出てきます。初

代教父や，歴代の神学者も人間は自然を支配する権能を有することと解釈してきました。
9) 自然を被造物とみなし，人間が主人として支配の攻撃的傾向の裏付けとなってきたので

す。新大陸の征服，資源の搾取，自然界の破壊へと連鎖します。つまり神でない自然，被

造物をいかに効率よく生産の拠点として活用できるかが成功の成否になります。「昔は，

人間は自然の一部であった。今や，人間はそれを搾取する者となった」と言われます。10) 

ルネ・デカルト[1596-1650]は人間が「思考するもの（res cogitans）」と近代的な哲学的

思惟により，人間と自然を区分します。17世紀に始まる科学技術の発展の基礎を築きます。

数値による価値観を強調し，能率が優先されるようになります。人間は自然の上に立つと

いうデカルト哲学のもと，科学は発展し，産業革命が起こります。しかし，環境破壊の序

章となります。20世紀の著名な神学者パウル・ティリッヒ[1886-1965]たちも導線を継承

します 11)。 

b. 日本人の自然観の断層 

 西行[1118-1190]は亡くなる十数年前に，歌を詠んでいました。「願はくは花のもとにて

春死なむ その如月の望月の頃」西行が来世へ旅立ったのは如月の望月[釈迦の命日 2月

15日]の翌日の 16日です。自然の中にこそ，心の平安が得られるのです。自然界のモノを

持つことより，共に生きることが日本人のメンタリティに訴えます。 

 幼い時，切手を収集する方もいます。それ以上に昆虫採集に関心がある小学生もいるで

しょう。子供心には「持つこと」に動機づけがあるようです。自然に存在している蝶につ

いて「モノ」として量，質，維持状態が興味の中心になってきます。 

 日本も天然資源である森林，水，土壌を豊かに「持つ」国です。「資源」の定義は「自

然から得られる生産に役立つ要素。広くは産業のもととなるもの，産業を支えているもの

をいう」ことです 12)。21世紀に入り，環太平洋火山帯（Ring of Fire）では繰り返し集中豪雨，

洪水，地震などの自然災害が多発してきました。森には自然災害を防ぐ環境の役割と復興

住宅の木材を供給する産業の役割がありました 13) 。日本では自然界にあるモノ(素材，原

料)は産業に変えるものになっていました。労働を加えることにより，加工して販売してい

きました。戦前，やがて資源を持たざる国として領土狭隘，人口過剰，植民地正当化によ

り北東アジアに進出しました。諸外国からの資源供給の生命線を断たれると大戦に打って

出ざるを得なくなりました。安い外材がカナダなどか輸入される前，建築用資材でもうか

る間は杉，ひのきなどを，精力的に全国に植樹してきました。しかし，日本に資源はなか

ったのでしょうか。たとえば，日本の木材自給率を考慮しますと，1950年代初期まで 100

パーセント近く誇っていました。1970年には 45パーセントに低下，1990年には 28パーセ

ントになり，現在，20パーセント前後で推移しています 14)。日本の林業も農業と同じよう

に安価な外材にさらされています。資源を持たないこと以外に憂慮すべきことがあります。 

大気汚染，ダイオキシン，薬剤散布などの問題に加えて，人間が里山，里海，田圃など見

向きもしなくなる環境破壊により自然災害の導火線となってきました。宇宙船地球号に住



5 

 

むヒト，野生生物，草木類の絶滅を招くような不幸があってはなりません。 

 西洋哲学では人類は存続できません。石巻がお母さんの出身地である梅原猛さんが新た

な文明の原理として打ち出したのが日本に古来からある自然と共存する思想です。それは

「草木国土悉皆成仏（そうもくこくどしっかいじょうぶつ）」という仏教の言葉に象徴さ

れています。草も木も土や風に至るまで地球上のありとあらゆるものに仏が宿り，人間と

同じように魂を持つという考えです。人間だけが特別な存在ではなく，すべてのものが地

球の一部に過ぎません。この思想は縄文時代以来の日本人のイデオロギーを受け継いだも

のであると梅原さんは語ります。「依正不二」(えしょうふに)[依報(自然)と 正報(人間主

体)とは 不二，即ち一体であるということ]の自然観が福島第一原発事故によって無残にも

傷つけられたのではないでしょうか。大消費地の東京の不夜城のようなネオンサイン，木

目ない家屋構造，浄水器がないと安心して飲めない水道など，個々の生活を守るセキュリ

ティは一見確保されています。しかし，被災地，限界集落，過疎，高齢化，少子化の地方

は見向きもされていません。 

c. 人格=人間と非人格=自然のあいだの循環 

 「アイヌとは人間という意味で，人間の力の及ばない世界にはカムイがいる。火のカム

イ，山のカムイ，川のカムイ，風のカムイ……人間はカムイを敬い，そこからの恵みに感

謝する。またカムイは，クマやフクロウなど，生きものの姿になって人間世界に現れる。

カムイとは，人間が作り出すことのできない命を育てる存在でもある。」15)とアイヌのア

イデンティティが紹介されています。 

 日本人が大切にしていた感性に「神」の語源になったかどうかはわかりませんけれど，

「カムイ」というアイヌ語があります。アイヌモシリ[人間の静かなる大地]では神と人間

と自然は共生しています。モノを持つこと[to have]ではなく，いる[to be]です。つまり

所有ではなく，存在への価値観に重心が置かれます 16)。宮城県石巻市につながる三陸道の

野原に，ときおり，蝶が卵を産みにやって来ます。華やかな訪問者に，運転する人の頬は

思わず緩むでしょう。小学校時代，里山で捕虫網をもって蝶を追いかけた記憶がある人た

ちは多いでしょう。時には，神隠しならぬ蝶隠しになってあせったりしたことがあったに

ちがいありません。ギフチョウを春の女神と言ったりします。蝶の愛好家が蝶の幼虫が好

む食草や植樹を庭や近隣に植えることによって絶滅が免れるのです。 

 「アイヌの人たちは木や草は神であり，神の国では人間の姿をして生活を営んでいると

考え」1７)ました。フクジュソウについてアイヌは謳っています。「わたしの宝刀を抜くと 

その刃先から フクジュソウの花の色が 金色に輝き 神の光となって走った―ユカラ」と

金色に光るその花の黄に神の光を見出しています 18)。ところが，2011年フクシマのメルト

ダウン(炉心溶融)により神は死んだのです。自然も死んだのです。 

 戦前はどうでしたか。資源について企業利益を優先するあまり，足尾鉱毒事件が起こり

ました。田中正造議員も主張します。「草木ハ人為人造ニあらず。全然神力の働きの此一

部ニ顕わる結果なり。」「鳥獣虫魚貝山川草樹，凡天地間の動植物ハ，何一トシテ我ニ教

へざるなけれバ，是皆我良師なり。アーメン」1９)と草木などの 自然を支配の対象ではな

く，教え手とみなしています。 
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 (3) 被造物の解放 

a. 被造物の呻き 

 「被造物がすべて今日まで，共にうめき，共に産みの苦しみを味わっていることを，わ

たしたちは知っています」(ローマ 8:22)。 

 ヒロシマ，ナガサキ，フクシマは呻いています。原爆投下から 66年，福島第一原発稼働

から 40年目に，原発事故国際評価尺度レベル 7でメルトダウン(炉心溶融)が起きました。

事故により 63万テラベクレルの放射能が放出されます。約 15万 2千人が土壌汚染による

避難を余儀なくされました。現在，除染した土を収納しているビニールから汚泥が吹き出

しています。福島県飯館(いいだて)村の村長は言いました。「飯館村の面積の 70％は山で

す。家の周りや農地をいくら除染しても，山の除染はできませんから，山から放射能が移

動して来るのです。…可哀想なのは子ども達です。子ども達は飯館村というステッカーを

一生背負って生きて行かなければなりません」 

 セイフティがいつの時代にも増して最高潮の時代とみなされています。しかし，ますま

す強度の不安，ストレスが蔓延しています。統計学の視点，つまり，哲学者デカルト式の

数値の法則によれば，安全と言えましょう。しかし，本質的に，現代の社会が絶えずエス

カトンの脅威を先延ばしにし，人類の叡知を結集して，科学万能，大量消費，便利な発明

を試みてきました。今回，除染，被爆，廃炉不可能が無限に続く大きな恐怖は，不確定な

地平へと先送りした未来像が，映画「猿の惑星」のラストシーンでついに発見する恐怖に

他なりません。アウシュビッツ，ヒロシマ，ナガサキ，フクシマの呻きは，未来が襲って

くる先取りの影であり，忍び寄ってくる闇の天地の恐怖に歯止めできませんでした。それ

にもかかわらず，一顧だに反省しない科学者，技術者や，軍需国家を目指す政・官・財・

学の奢りが満ちています。阪神淡路大震災のがれき処理に公務で携わった 40代の男性職員

が，アスベストにより被ばくし，中皮腫を発症しました 20)。ばく露期間の中央値は 17.4

年です。死亡までの期間の中央値は発症後 15ヶ月です。フクシマ原発の被爆による時限爆

弾の発症も忘れてはいけません。すでに放射線量が地球上を回り回っています。 

 原発とキリスト教は対決して来ませんでした。日本の原発はキリスト教界の深い根っこ

の問題です。米国の神学者ラインホールド・ニーバーは広島原爆投下を非難しました。だ

が,ニーバーは原発を開発したことは黙殺したのです 21)。つまり,原爆と原発が同じ怪物だ

と識別しなかったから，「変えてはいけないのに，変えてしまった」のです。原子力発電

は京都大学，近畿大学だけの専売特許ではありません。聖公会系のキリスト教主義大学の

立教大学こそ，米国の原発研究の先兵となりました。平和利用としてプロメテウスの火よ

ろしく原子力発電所をもたらした張本人はキリスト教です。被造物の呻きの原因であるに

もかかわらず，一度も謝罪をしていません。 

 地球上の人類が食糧不足に直面している中で，日本の食料自給率が 40%を切った今，国

が存続できるかどうかの瀬戸際に立たされています。消費者も米よりパン，魚より肉を好

む傾向になってきているため，ますます自給自足できなくなってきています。自分たちの

食は自ら生産，加工，販売できるように，第一次産業の農業，漁業，林業に若者たちも就

くことができるシステムになっていません。東京一極集中のひずみから生まれた過疎，高
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齢化，少子化によるムラ社会の崩壊は，赤信号です。大消費地の発展と引き換えに東北地

方の過疎，高齢化，少子化の格差構造は自然界に対する「搾取」(Ausbeutung)と言えます。

企業間以外転出，産業空洞化，熟練労働者不足の時代になっても，若者たちは農林漁の仕

事に興味をもちません。搾取，支配，制御されたくないからです。減反政策により 260万

ヘクタールの農地しか残されていません。休耕田，廃棄田が野ざらしになっています。 

 石巻市万石浦湾は世界一の牡蠣の養殖場です。海苔の業者も今日，嘆きます。人間の生

活排水，コンクリート工法，防潮堤が海の生態を損なっているのです。ノロウイルスはバ

リカン症，赤腐れ病(Red rot)の原因になっています。 

 地は不毛です。水は豪雨，津波，洪水となって人の住む地を襲います。火は火山の爆発

に象徴されます。空気は竜巻など自然の破局の要素になっています。 

 大地が呻いています。エジプトで民がうめいていた時，モーセは神に遣わされました。

日本でも行基[668-749]が教理，布教，しゃべくりではなく，うめく民，自然に仕えました。 

 b. 共苦 

 被災地では，「孤独死」から「孤立死」，「餓死」，「凍死」，「自殺」，「介護心中・

殺人」，「手遅れ死」などの震災関連死が蔓延しています。1947年に施行された日本国憲

法第 25条に生存権が規定されていますが，死文化しています。2016年以降，石巻市で本

格的に傾聴ボランティアをしていますと，医師不足，看護師，ケアマネージャー，ヘルパ

ー不足の深刻な悩みに遭遇します。福祉に従事する人数は必要数に対して大幅に不足して

いるのは３.１１以前からです。ですから，震災以降，深刻な医療危機に被災地はさらされ

ています。東北 3県で最も被害者が多かった宮城県石巻市，その中でも津波の犠牲者が面

積当たり一番ひどかったのは渡波(わたのは)でした。その渡波の在宅被災者に対して医療

に携わる人の数はゼロが震災後続きました。恨めば恨むほど，精神衛生上，不幸感が高ま

っています。自殺した南相馬の 93歳の女性の遺書に記されています。「毎日原発のことば

かりでいきたここちしませんこうするよりしかたありません さようなら 私はお墓にひ

なんします」22)。女性の死は，見殺しではありませんか。日本が 1979年に批准した“国際

人権条約”の「居住の権利」には，「現在住んでいる場所に住み続ける権利」right to remain 

だけでなく，「汚染源を住居の近くに作られない権利」があります。住み続けるためには，

原発のようなものを作ってはならないし，作ろうとする大企業から個人を守るのが政府の

役割です。しかし，政・官・財・学・マスコミは，電力会社からの潤沢な献金によって骨

抜きにされているので，脱原発もについて語りません。身代わりとして，93歳の女性は骨

になる必要はなかったと思うと，体の芯から震えます。 

 東北の孤独死とパチンコは正比例しています。店の客の 7～8割がお年寄りです。黙って

一心不乱に玉の動きを目が追っています。コミュニティ，仕事，家族がなくなったからで

す。社会との心やすい関係が途切れています。喧騒な音楽にしばし我を忘れるしかありま

せん。店を出ると，何もありません。 

 生きたくても，放射能汚染で作付けダメなのです。生活保障はなし。飢え死にするしか

ない福島県農家，漁業関係者に国，県，市の行政は「死ね」と言っているようなものです。

震災で家族を失い，年金もわずかの生き地獄で七転八倒なさっている孤独な高齢者にとり，
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「生きていて良かった」と言える日は到来する希望はぜんぜんありません。 

 平等であるはずのに，「命の序列化」がまかり通るのが原発内の仕事です。住民票がな

い「路上で生活をしている人」たちは被爆しても訴訟もできません。今日も東電社員が足

を踏み入れない危険な領域で，監視付きで強制労働させられています。 

 生き地獄でのたうち回るくらいなら，いっそのこと自ら命を断つ選択する人が後を絶ち

ません。もろい，はかない，卑怯だと揶揄できるでしょうか。生きている間に，不幸が満

ちているのです。震災関連死の中で，自殺の割合は突出しています。 

 c.  自己に対する誠実から「正義の循環」へ 

 ほころび，途切れた社会の縁を何とか結び直さねばなりません。縁を「支える」別の糸

が要るのかもしれません。いろんな糸をよりあわせれば強くしなやかな縁になります。 

 被災地の外国人数は 7万 5千人。石巻市には 513人います。震災で日本人夫を亡くした

妻，子どもたち。小学校高学年のため，フィリッピンに戻ることさえできません。近隣に

外国人妻はいない孤独。生保も尽きようとしています。就労もむずかしいのです。子ども

の就学など苦難が続きます。外国人被災者の安否を確認し，生活が再建されるためには，

マンツーマンでの協働者 7万 5千人のボランティアは必要です。さらに民族的コミュニテ

ィがあることが望ましいでしょう。同時に日本全体が多民族・多文化共生を目指さねばな

りません。国際結婚の悲劇は深刻です。家庭内では「風呂，めし，寝る」の三語だけの日

本人夫は外国人配偶者にひどい仕打ちをします。食事，風呂などの用意ができていないと

ＤＶは日常茶飯事です。妻のパスポートを没収したり，外国人の日本在留資格の権限をも

つ夫は王様です。外国人妻は逃げられません。結婚前はやさしく接しますが，夫婦生活は

1年経たないうちに凶暴になってくるのです。震災失業が拍車をかけます。離婚したくて

も，在留資格，お金もなく，外国人はなかなか就労できません。雇用されたとしても，外

国人労働者を使い捨て労働力として，経営者がセクハラ，パワハラであっても罰則される

ことがありません。法務省の入国管理事務所に相談しても，「なぜ結婚したの」と言われ

るだけです。「フィリッピンに帰ったらいいじゃないか」「ＤＶの証明書がなかったらだ

め，手ぶらで来たって受け付けられないよ」「他に相談してください。入管は人生相談の

場ではない」「転んでできたあざかどうかわからないから，医者の証明書なしでは聞いて

あげることはできないよ」「がまんするしかないよ」と相手にされません。東北の傾聴ボ

ランティアは正義が失われた日本の病理現象を知る機会になっています。入管が在留外国

人を「在留カード」で厳しく監視することより，日本人全体，メディア，警察が外国人を

厳しい目で管理する空気が問題の根っこでしょう。 

 「誠実でなければならない」という心情的な命題に対して，日本人は絶対的な規範があ

りません。詰まるところ「自己自身に対する誠実」だけがよりどころで，最高の美点です。

「誠実」に対して無批判できたことの反省が求められるでしょう。日本人の基層的宗教性

の最もわかりやすい概念が「誠実」です。しかし，「人間の尊厳」の自覚を他者性にまで

拡大できるかどうか吟味する力が必要です。日本では伝統的に，他人に対する誠実，集団

に対する誠実，事に対する誠実も，すべて「自己に対する誠実」で完結します。 
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 「田・山・湾の復活」で自然の循環を願うように，宗教者が手をたずさえ，「正義の循

環」を祈り，分かち合い，実践する「はたらき」に気づいた一人ひとりが立ち上がってい

くカイロス[時]でしょう。必ずしも団体，運動，組織の仕事，労働にしてはいけません。 

<結論>  

 今の時代，神が死んだのではありません。自然が死んだのでもありません。人間が死ん

だのです。自分の体に傷がある場合，7年経ち，細胞の代謝によって見えなくなるでしょ

う。傷ついた動物が癒しにくる温泉では，熊もウサギを襲いません。一般に「狼は小羊を

襲い，豹は子山羊を襲い，若いライオンは子牛を襲う」のであります。しかし，「狼は小

羊と共に宿り 豹は子山羊と共に伏す。子牛は若獅子と共に育ち 小さい子供がそれらを

導く。」23)と新しい天と地が待たれます。ヒンズー教の大聖マハトマ・ガンジーが「明る

く，楽しく，そして，しつこく」の言葉に留意しましょう。カタツムリのように歩を進め

ていくこと，それもしつこくが大切です。将棋のようにいつか歩は金に成るのです。「隣

人を愛しなさい」，と耳にしますが，私たち宗教者自身が，隣人を必要としている被災地

の自然や抑圧されている人，弱者に対して，チムグルシー(琉球の胆苦しい)共苦により寄

り添うのです。単にかわいそうに思う気持を言い表すのでなく，人の痛みの中に自分の痛

みを見出し，心の奥深くにある哀しみを共感していきましょう。人権が損なわれている人

と共に生きましょう。7月 24日中国四川省から戻りました。わずかの滞在でしたが，友誼

に篤い友ができました。中国人の親切，正直さにも改めて認識を深める視察旅行になりま

した。先入観なしに隣国の人たちと交友を深める苦縁の先兵として行かせていただきまし

ょう。「日本人は僕らの敵から恩人に そして友達に」とつながるのは政府，官僚，机の上

の計画では成し遂げられません。仕える共苦の中に鍵があり，新しい歴史の扉を開くので

す。 

1)「あなたがたの内に働いて,御心のままに望ませ,行わせておられるのは神であるからで 

す」(フィリピ 2:13) “for it is God who works in you to will and to his  good   

purpose. ” 

2) 沼地などの減少により生息地がせばめられ，絶滅危惧種に指定されているイトトンボ。 

3) 創世記 1章 28節。 

4)『聖典と現代社会の諸問題』(樋口進 キリスト新聞社 2011年 76，77頁)。 

5) 神戸国際支縁機構「牡鹿半島 聞き取り調査 (4) 」 2011年 7 月 2日。 

6)『歌集・森は海の恋人』熊谷龍子 北斗出版 1996年。 

7) ルカ 15章 18節。『新約聖書 柳生直行訳』(新教出版社 1985年)。 

8) 創世記 2章 9節。『新共同訳』。 

9)『機械と神』(リン・ホワイト みすず書房 1972年 87-92頁)。 

10) 同。 

11)“Logos und Mythos der Technik”Tillichi GW.IX 1927 p.305-306。 

12)『大辞林』(第二版)。 

13)『森と人間』(田嶋謙三，神田リエ 朝日新聞社 2008年 57頁)。 
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14)『「持たざる国」の資源論』(佐藤仁 東京大学出版会 2011年 166頁)。 

15)『アイヌ式エコロジー生活』(さとうち藍 小学館 2008年 8頁)。 

16)『生きるということ』(エーリッヒ・フロム 紀伊國屋書店 1977年 39,46頁)。 

17)『アイヌと植物』(福岡イト子 旭川振興公社刊 1993年 74頁)。 

18) 同 82-83頁。 

19)『田中正造全集第 11巻』(田中正造全集編纂会 岩波書店 1979年 330,341頁)。 

20)『毎日新聞』(2012年 7 月 7日付)。 

21)ラインホルド・ニーバー[1892-1971] ニーバーは「神よ, 変えることのできるものに

ついて, それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。 変えることのできないものにつ

いては, それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ」，という祈りを説きました。 『ニ

ューヨーク・タイムズ』(1950年 7 月 2日 23頁)。 

22)『毎日新聞』(2011年 7 月 9日付)。 

23) イザヤ 11:6。 


